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The investigation for the terminal care of patients in psychiatric hospitals 


















































































































するか（精神科主治医 /身体科主治医 /看護部長 /






るか（精神科主治医 /身体科主治医 /看護部長 /師
長 /身体科の看護師 /家族 /その他の7選択肢で複
数回答可），終末期の医療体制（精神科主治医が担い，






















































（併診の形）/ すべて精神科看護師が担う / 身体看
護と身体科の看護師が中心となるリエゾン体制の形
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ように対峙しているか，告知の問題，積極的な治療
の選択や決断，患者がいよいよ終末期を迎えたとき
の対応等が明らかにされた．精神科と身体科のいず
れの病棟で終末期を過ごすかを，患者のQOLの観
点から査定することも大切であるが，その前提とし
て患者がそれを決断するにあたっての選択候補が，
身体科の患者と同じように提供されていることと，
患者の意思決定を尊重する周囲の姿勢が担保されて
いることが重要である．本結果からは，少なくとも
治療を進めるにあたって，認知障害等の支障がなけ
れば患者本人の意思を重視したいという意向をうか
がうことはできた．ただし実際の問題としてそれが
難しいケースが多いこと，一方で自由記載からは，
それでも精神科主治医と看護師が身体科主治医等と
連携して様々な困難に対処しつつ，患者の終末期に
向けての対応や終末期医療とケアを行っていること
が見受けられた．引き続き，成年後見制度の徹底や，
精神疾患患者にとって不利な医療体制の改善等をも
視野に入れた，精神科病院入院患者の終末期医療の
あり様を模索していく必要があろう．
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